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月
　
　
日

１ 

　
次
の
文
中
の
（
　
　 

）
に
入
る
正
し
い
漢
字
を 

　
　
　
　
の
中
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。

ア
：
指
示
　
イ
：
支
持
　
ウ
：
師
事
　
エ
：
私
事

ア
：
保
証
　
イ
：
補
償
　
ウ
：
保
障

（
一
）
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
（
　
　
　
）
す
る
声
が

　
　
　
多
く
集
ま
っ
た
。

（
二
）
先
生
の
（
　
　
　
）
に
し
た
が
っ
て
、
プ
リ

　
　
　
ン
ト
を
配
り
な
さ
い
。

（
三
）
書
道
の
名
人
に
（
　
　
　
）
し
て
、
技
術
を

　
　
　
磨
い
て
い
る
。

（
四
）
急
な
（
　
　
　
）
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
が
、
今
日
は
早
退
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
五
）
上
司
か
ら
の
（
　
　
　
）
が
は
っ
き
り
し
て

　
　
　
い
る
の
で
、
仕
事
が
進
め
や
す
い
。

（
六
）
若
い
こ
ろ
か
ら
有
名
な
画
家
に
（
　
　
　
）

　
　
　
し
て
学
ん
だ
。

（
七
）
彼
の
取
り
組
み
は
多
く
の
市
民
に
（    

　   

）

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。

（
八
）（
　
　
　
）
に
よ
り
本
日
の
会
議
は
欠
席
い
た

　
　
　
し
ま
す
。

（
九
）
係
の
先
生
の
（
　
　
　
）
を
受
け
て
、
当
番

　
　
　
が
仕
事
を
始
め
た
。

（
一
）
こ
の
製
品
に
は
一
年
間
の
無
料
（
　
　
　
）

　
　
　
が
つ
い
て
い
ま
す
。

（
二
）
国
は
す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
を

　
　（
　
　
　
）
し
て
い
る
。

（
三
）
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
会
社
が

　
　（
　
　
　
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
四
）
修
理
内
容
に
は
メ
ー
カ
ー
の
（
　
　
　
）
が

　
　
　
必
要
だ
。

（
五
）
交
通
ト
ラ
ブ
ル
で
壊
れ
た
荷
物
は
、
保
険
会

　
　
　
社
が
（
　
　
　
）
す
る
。

（
六
）
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
（
　
　
　
）
す
る

　
　
　
こ
と
は
政
府
の
役
割
だ
。

（
七
）
被
害
を
受
け
た
住
民
へ
、
自
治
体
が

　
　（
　
　
　
）
金
を
支
払
っ
た
。

（
八
）
こ
の
時
計
は
品
質
を
（
　
　
　
）
す
る
た

　
　
　
め
、
厳
し
い
検
査
を
受
け
て
い
る
。

（
九
）
平
和
な
生
活
を
（
　
　
　
）
す
る
た
め
、
国

　
　
　
際
的
な
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。
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正
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漢
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の
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。
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支
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：
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事

ア
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保
証
　
イ
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一
）
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
（
　
イ
　
）
す
る
声
が

　
　
　
多
く
集
ま
っ
た
。

（
二
）
先
生
の
（
　
ア
　
）
に
し
た
が
っ
て
、
プ
リ

　
　
　
ン
ト
を
配
り
な
さ
い
。

（
三
）
書
道
の
名
人
に
（
　
ウ
　
）
し
て
、
技
術
を

　
　
　
磨
い
て
い
る
。

（
四
）
急
な
（
　
エ
　
）
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
が
、
今
日
は
早
退
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
五
）
上
司
か
ら
の
（
　
ア
　
）
が
は
っ
き
り
し
て

　
　
　
い
る
の
で
、
仕
事
が
進
め
や
す
い
。

（
六
）
若
い
こ
ろ
か
ら
有
名
な
画
家
に
（
　
ウ
　
）

　
　
　
し
て
学
ん
だ
。

（
七
）
彼
の
取
り
組
み
は
多
く
の
市
民
に
（    

イ   

）

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。

（
八
）（
　
エ
　
）
に
よ
り
本
日
の
会
議
は
欠
席
い
た

　
　
　
し
ま
す
。

（
九
）
係
の
先
生
の
（
　
ア
　
）
を
受
け
て
、
当
番

　
　
　
が
仕
事
を
始
め
た
。

（
一
）
こ
の
製
品
に
は
一
年
間
の
無
料
（
　
ア
　
）

　
　
　
が
つ
い
て
い
ま
す
。

（
二
）
国
は
す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
を

　
　（
　
ウ
　
）
し
て
い
る
。

（
三
）
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
会
社
が

　
　（
　
イ
　
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
四
）
修
理
内
容
に
は
メ
ー
カ
ー
の
（
　
ア
　
）
が

　
　
　
必
要
だ
。

（
五
）
交
通
ト
ラ
ブ
ル
で
壊
れ
た
荷
物
は
、
保
険
会

　
　
　
社
が
（
　
イ
　
）
す
る
。

（
六
）
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
（
　
ウ
　
）
す
る

　
　
　
こ
と
は
政
府
の
役
割
だ
。

（
七
）
被
害
を
受
け
た
住
民
へ
、
自
治
体
が

　
　（
　
イ
　
）
金
を
支
払
っ
た
。

（
八
）
こ
の
時
計
は
品
質
を
（
　
ア
　
）
す
る
た

　
　
　
め
、
厳
し
い
検
査
を
受
け
て
い
る
。

（
九
）
平
和
な
生
活
を
（
　
ウ
　
）
す
る
た
め
、
国

　
　
　
際
的
な
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。


